
農環研ニュース

農業環境技術研究所は、平成18年度、第Ⅱ期の中期
目標期間を迎え組織を見直すとともに、今後５年間にわ
たる新たな研究計画を策定して15の研究課題（リサー
チプロジェクト：RP）を立ち上げました。それに伴い
年度当初４月に、設計検討会を開催して各RP毎に１年
間の研究計画を策定し研究を推進してまいりました。課
題評価会議は、１年間の各RPでの研究活動を総括して
評価することを目的に、平成19年２月６日（火）～７
日（水）の２日間、農業環境技術研究所大会議室で開催
されました。外部評価委員として、永田徹（前茨城大学
教授）、三枝正彦（東北大学センター長）、秋山侃（岐阜
大学教授）、山本廣基（島根大学理事）の４先生をお迎
えし、当所の管理職12名からなる内部評価委員を加え
た計16名が、各RPの研究の進捗度、研究の質、研究の
波及効果等を勘案して５段階で各研究課題を評価いたし
ました。
会議はRP毎に作成した報告書とRPリーダーの概要説
明に基づいて進行し、課題毎に熱心な議論が展開されま
した。評価結果は、来年度の研究課題の運営に反映させ
るとともに、４月に開催される評議会及び農林水産省の
独立行政法人評価委員会の平成18年度業務実績評価で

評価の参考とされる予定です。
また、小課題の検討後、「普及に移しうる成果」の候
補について検討が行われ、６タイトルが採用となりまし
た。これらの成果は、広報情報委員会（広報部会）で別
に選定される主要成果と合わせて、後日刊行物の形で公
表される予定です。

平成18年度の農業環境研究連携推進会議が、平成19
年２月23日（金）に農業環境技術研究所大会議室で開
催されました。
この会議は、昨年までは「農業環境研究推進会議」と
してとり行なわれておりました。今年からはさらに多く
の方々に当所の成果をアピールし、より広い連携関係を
築き上げることを目的として、都道府県の農業試験研究
機関等にも参加を呼びかけ、会議名にも「連携」の二文
字を入れて内容も新たに開催されました。
会議の冒頭の理事長挨拶に続いて、まず、昨年の会議
で行政部局等から寄せられた要望事項に対するこの１年
間の対応について、研究統括主幹から説明がなされまし
た。続いて農水省の行政部局、独法検査機関等から、農薬、
環境保全、外来生物、地球温暖化、リスク管理等のさま
ざまな事項に関して、それぞれの立場からの情勢報告が
なされ、また、それらの問題を解決するための農業環境
技術研究所に対する要望が挙げられました。特に、都道
府県からは、問題解決のための共同研究のみならず、研
修などによる人材育成への協力を期待する旨の発言があ
りました。
昼食後会議後半では、今年度の農業環境技術研究所の

「普及に移しうる成果」の中から３課題の紹介がありま
した。続いて、［重要問題の検討］が行われ、農業環境技
術研究所の研究テーマの中で重要なキーワードとなって
いる「リスク評価」について、シンポジウム形式で「農業
環境におけるリスク評価」と銘打って５人の演者から発

表がありました。このうち、外部からは、（独）産業総
合技術総合研究所（産総研）の内藤航博士が「環境リス
ク研究の現状と課題」というタイトルで講演され、産総
研での研究を例に、環境リスクとは何か、環境リスクを
研究するための方法にはどんなものがあるか、について
紹介されました。農業環境技術研究所からは、４人の演
者から、1）農薬の環境リスク、2）地球温暖化の農業に
及ぼす影響評価、3）窒素・リンによる水質汚染、4）農
業環境リスク指標について、現在農業環境技術研究所で
行われている研究が紹介されました。
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